
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃１８６ （体験塾報告書） 

おもしろ科学体験塾 at 横須賀学院 

島田さんの 
 

エジソン電球に挑戦 

2025.6.28 
島 田 祥 生 

８年ほど前に 
こども植物園から依頼があり 
４人で開発したテーマです 
1,000℃に加熱という 
一般会場では望めない壁がありましたが 
会場の理解とご協力で 
体験塾で実施できるようになりました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横須賀学院の会場ではじめての 
小３親子ペア２組、小４～６が１２名 
参観者１４名という大盛況になりました 
 
壁際の参観者の方々も 
椅子に座っていたのは 
最初の説明の時だけでした！ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フィラメントとなる竹ひごは 
このようにして作ります（参加者には竹ひごを提供） 
 
① マダケを長さ５ｃｍに輪切りにします 

 
② 輪切りにした竹を 

半分、半分、半分、半分・・・と割っていき 
厚さ 0.5mm ほどにします 
 

③ 皮部分を取り除き３本の竹ひごを割り出します 
内側は繊維が少ないので使わない 

 
京都の職人は 
エジソンに 
長さ２０ｃｍの割竹を提供しました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最初の作業です 
竹ひごを加熱するために 
鉄のパイプに詰めて 
アルミホイルで作った円盤で栓をします 
 
因みに鉄パイプは、傘の柄です 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場の科学実験室の 
ベンチレーターを使わせてもらいました 

 
カセットコンロで 

まずは蒸し焼き 
猛烈な煙と炎が出る 

裸火を扱うのは初めてなのか 
お父さんも緊張気味 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しっかりと加熱してくれています 
煙と炎が出なくなったら 

作業完了 
この時のパイプの温度は 800℃くらいか 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スタッフが 
バーナーを使って 

1,000℃で１分間加熱します 
これによって炭素が結晶化し 

電気が通るようになります 
 

参加者は見学 
「鉄が明るい！！」と声が 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アルミホイルの栓を外して 
フィラメントを取り出します 
栓がしっかりとはまっていて一苦労 
 
この石は 
アルミの栓をたたき込むためのもの 
丁度よい重さです 
その手前に、アルミの栓が 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出てきました 
その中からよさそうなものを選んでいます 

結構曲がっていますね 
 

エジソンは 
２０ｃｍの長さの割竹を 

フィラメントの形に 
焼き上げていたのです 

加熱温度は 1,200℃ほどだったとか 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フィラメントを 
電極に挟み込んでいます 

丁寧に扱わないと折れてしまいます 
まさに息を止めての作業！！！ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瓶（おいしいジャムが入っていました）をはめて 
セット完了 
さあ、光らせてみましょう 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん？ 
フィラメントで字が書けるかって？ 

やってみれば・・・ 
 

あ 
書けた書けた 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テスターで計ったら抵抗は２Ω 
しっかり加熱されていました 
 
スライダックに繋いで 
まずは４０ｖまで上げてみましょう 
 
その前に練習しましょうか 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
一番バッター 
光った！！！ 
成功 
 
参観のお父さんお母さんたちも 
思わず拍手 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最初はみんな超慎重 
 

もっと電圧上げないと 
明るくなる前に 

「燃え尽きて」しまうよ！ 
と言ってもすぐには無理でしょうね 

 
そう 

空気中の酸素で燃えてしまうのです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前の人のを見て 
だんだん要領が分かってきたようです 
 
スライダックを扱う手付きを 
みてください 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光った明るい！！！ 
 
フィラメントが安定しているので安心 
加熱担当のお二人ありがとう 
 
みなさん 
またセットしています 
早くも慣れた手つき 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん！！！ 
フィラメントを２本セットしている 
やるねえ 
さてどうなるか 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２本一緒に光った 
片方が暗いね 

フィラメントの位置も下がっている 
 

なぜ？ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これも成功！ 
みんな 
エジソンの顔に似てきたよ 
 
明るいね 
この明るさを 
エジソンは 1000 時間もたせたんです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４本トライした人がいる！ 
見事に？光りました！！！ 
 
電極が熱でボロボロ 
多分 
鉄の溶融温度の 
1,500℃近くまで行ったかな 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何回も何回もトライしてくれました 
保護者の方たちも 

エジソンに引き込まれています 
 

光を見るって素敵ですね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もう一度もう一度と 
並んでいます 

 
しっかり加熱させるって 

すばらしいことです 
 

１か月前は屋外で加熱 
やらせてもらえただけでも 

ありがたかったのですが 
暴風雨の中 

十分な加熱ができませんでした  
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参観の保護者の方からの 
アンケートです 
エジソンの話の中で 
こんなことを 
聞き取っていただけました 
 
このような言葉を頂けると 
「主任は３回やると止められ無く」
なりますね 
 
本当です 
今回も楽しかった！！！ 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おすすめの１冊 
★粉と粒の不思議 先端技術を支える紛体の科学 三輪茂雄 ダイヤモンド社 

 

たんけん工房のリーフレットの印刷依頼の帰りに、神田の古書店のワゴ

ンで見つけた本です。 

ご存知の方はご存知の通り、流体には、気体と液体があり、それにプラ

スして紛体があり、それへの取り組みの紹介です。 

「アリジゴク」をご存知でしょうか。ウスバカゲロウという昆虫の幼虫が、

えさの蟻などを捕捉するために拵える、すり鉢状の穴です。そのすり鉢の

角度は・・・。 

その他、カレー粉の作り方へのこだわりなど、粉についての有象無象。そ

れをことごとく理論づけしているエネルギーに感服しました。清涼飲料水

みたいなすっきりとした味わいの一冊で、昭和５６年の発行です。 

 

そうそう、この中に、タングステンを線にする話が載っています。タン

グステンの熔融温度は３４００℃とか。これを線にし、はたまた２重螺旋

フィラメントにする、神業的な技術開発。エジソン電球に取り組んだ縁で

の情報キャッチでしょうか。 

当時話題の本だったようで、アマゾンで送料よりはるかに安い値段で手

に入ります。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の体験塾は 
異色な内容でしょうね 
 
エジソン物語は 
殆どの子どもたちが知っている 
「エジソンってすごいね！」で 
終わってほしくありません 
 
僕も私も 
気持ち次第で 
やり遂げることができるのだ 
と・・・ 
 
それに気づいてくれた 
親御さんと子どもが 
居てくれたらなあ 
 


